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海底嬰動の進行によって生ずる波

海底愛動の進行によって生ずーる波.( 1 ) 

本 問 正~ 作丸

5・ 1まえがき 昭和 21年 12月 21日の南海道地震にともなった津浪は震央より北西側の四聞南'月

岸方面に特に早〈到達したか'ら，地震ととも吟海底の地形受動が震央の酋方に撲大したと考えられー

‘ている。(1) 乙のように海底の焚動が時間とともに移動した時起る海面の波を一般的に論守、る乙と，

はや L複雑になるからさたの折にゆ宇、るととにして，どこでは簡単なモデルを.Kelvinの方法(2)に従

って扱'う。 .哉、

ナなJわち海底竣動7うま一定速度Cで水平な Z 軸にそう‘て負の方向に進行し綾け， とれに直角な水平

軸の方向に進行し綾けとれに直角な水平軸のう方向tとは事情が饗化していないとみるふ'

5・2 解式，鉛直上方に y賄をとり平均海水面を y=o，海底をご yニーとhとする(第1園)。海

底の鉛直援位をヲとして最初は

dヲ
ー rcos k(x十ct)
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となぐ。複素速度ポテンシアル ω=1>+ゆが 2・三 Z十ct+iyのヨたの止う:な正則函敦とする。
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*1公代地震観測所
(1) 昭和"21年 12月21日南海道大地震調査概報(昭和 22年〉中央気象蓋 12-，16，(竹花峰夫，清水良作，戸

松喜一， 三氏報文〉

・く2) Lamb. Hydrodyr山叫cs，4 th ed. (1916)' 399~401 
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w= -cz+iαc sin(kz)-sc cos(kz)， 

:.IJ= -c(x十:ct)-c{α8h(ky )+schCky )}~os k(x十c.t);..1 

'7J! =:! ~cy十 c{αch(勾)+βsh(ky ) }sin kμ+ct)， .J 

乙乙で α，.sは小さい常数。

きたに墜カを p，密度を Pとすると Bernoulliの法良uにより
1 !dω;2 

¥pj p= const. -'-gy一五|同。

O(α2)，ょ 0(s2)を省略すると自由表面の流線 7J!=0は・

y=α. siu'k(x+ct)。

乙の値に胡鈎し目て 3妥子ニ ~c'山.

-2ks. sink(z十ct)}。とれ'と(五〉をく4)に入れ

， 

'pj p= cons't-gαsin抑制)-z十川siIl抑制
で，との値は一定だから ノ

戸'- g 
c2k 

( 2)と (6)を利用しで海底の鉛直速度は

J[2L二五cka{ch州一石去伝ωhω)乃肘胸}μ同cωωo3k灼(ω必山め
ペ1)と (7)が等しいととから

- 1 
α 一一-
c 

γ 

k ch(kh)ー去 8附 h)

であるから， (δ〉により海面の鉛直竣位は

、

，γ 
yニヶァ・一一→ーーって一一一~ DIn k(叶 ct)。

k ch(kh).，- :'"l 8んぐんh)
"“ 

もし (1)の代りに

dr; 
司二c...s'(X十ct)
dt 、

1 r∞ f∞ 
であるなら .F(x十 ct) = τ~ '-dk¥ .F(さ)CQ3k( ;JJ十 ct.-~)dごにより

πJa 一∞

y= 土~~吋二 .P(ご)sink(x十 ct-~) .J 島

一 一一一一日戸

川 (kh)一三 sh(kh)
一.66- .-' ， 
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海底饗動の主主行によりて生ずる波

あるいは u==khと長き被積分函教が Lの偶函数のととに注意すれば

{∞ f∞ F(ぎ) sirt(ru)ー
y= 説:\一同d~}

λ y= 2~ ~二 F(~) ・ I(ç)dさ (10) 
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(11) 

(12) 

fωsin(γn) -'.. T(回
I(~) =¥ _. _~:~A"~;<L. du=J¥ 
}一個 u chu-e2 shu ~-- <J' )一回 'l(' ch'U::"-e2shu 

.-(13) 

被積分函数は u=O及び tghufu=.11併なる'Z(，の値に3ないて∞となるか-らーとどでは Cauchyの

x十ct-:-:-~
-主催をとれその上 r='~ →一∞では海底媛動の影響が十分及んでい1互いから振臓が o

に近い事を考えるとsヲえのようになる。(3). 
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事I=12πII主~+2A 倒的・+三1Bne r-j 

1-2π2B:nj 
l' n=l 

(1δ) 

ととで

tghα.1  
αe2 ， 
' 

tgo'n 1 
-:-P;;--"62- ， (16) 

A -E/F土亙T-ー- .9/唱 2'， __9'  
〆.e4.:t瓦F

Bn=(ー )n (17) 

~. 3 例題今考えているような問題ではポ~1 と考えられる。 h=1粁， cは稽性波の速度位で・

たとえば毎秒 3粁とすると ε2=25ミ10-3になる。とんな場合にほ (16)と(17)で・
c" 

p L 27B!?1 、 -E
" -.一一一川 Bnミ(ー)n万二
，r"事 pn

-(18). 

と3ないても大過ないから

(3) 前出脚註 (2)の計算委照。たピしそこでは U=Oが:iE.Et!J駄であぶことに注意。
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r x+ct " ... ，，~， ... ， 2 r x+ct Y=l-ce F~~)dç十社ー∞ F(さ)tg-f e -'-2-• -'  .，h'---=-. dc 

となる。それゆえ (10)はt 

./ 

(19) -! ~二♂川ー1e三・勾二ιdc，

あるいは境教を鑓換して

rx+ct 島 2t∞(  - - -， ¥ 
Y=~-伺 F(E)de-718(F(z十ct+ さ)~F(x+ct-ç) } tg~l e-2:;'-dc. (20) 

海底の垂直撃き位が行われる時間が非常に短いが，生守る愛位は有限量Eであるなら h~ω(>0

なる正量 ω に封し

ぜυ>x+ct>0 F(x+ct)#:; 0 ， 
(21) 

ぉ+ct>ω又は o>x+ct F(x+ct)= 0， 

と僚定す予と~:F仰 c=.Hであるから

ーすなわち海底が突然Hだけ上昇する地援が一定速度 cで進行

'!o 

(22.) 

z十ctく OY=(-;-竺[lrt-1d 主・弓丘一且 ，..， -r~ _ 

Eπ ゼ

IH+ 
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x+ct> 0 
2H 骨付ct
一五一tg-1e -2-. ~ 

まや徐々に降下L-，.海底の愛動が員

その瞬間会:に 2Hだ

すると，海面の鉛直鑓位は，

下に来る直前の降下量主主H/2I'C達するが，

け水面が昇り，元の水位より 3/2Hだけ高〈なれその後は次第

に降下して結局元の水位に〈らべ H だけ高〈なって静まる。こ

の様子は第2固に示した。

第 2 園

2h..... ~ 
ηZ 72zz+1ct2三0，

(23) 

(m> 0) 

2h、@
お十ct>mヲ子又は 0>x+ct ? 
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F(x十ct)= I 1， 

I 0， 

盈....... 

もう-:.-'0の例として

町、

とすると



海底費動の準行tc.よワて生ずる渡
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2mh 
x+ct:>一元ム

2h ~m-'rr(すiLtg-16-sdt，b 224〉けct>-o‘

πJo “ ~(25) 
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了 一笠井 12A11「jF(叶 et-;)tg-'le-Zhdc=Iπ} 坦立 tg-l e-~ dc， 
't. h~ -m  

.宵(z+ct)
2h (一一2h--tg-1 e-~ dc， 
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第 3闘は m=2として， とれらの数値積分か~計算した y の

結果で地境と水面愛化の時間的経過は第2薗の時と同様である。 z

-しかL水位の異常の最大量と海底受動量との比が小さ〈なる。

mが大鑓大きくなると水位の鑓化はその直下にjなげる海底鑓動量

とほとんど等し〈なるから事賓上地愛が到達した時初めて水位が
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第 3 闘
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受化するように見えるO とのような事は海底愛動が進行性でない場合と定性的に境りない。

要するに海底の愛動が進行しない場.合と遺った現象はほとんど起ちない。

との計算の一部を及び製園に助力せられた本所員関彰氏及び気象皐舎で御代議下さσた荒井秀夫

氏に御!謹いたします。
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(昭和 24.年6月9日〉
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